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平素より当事業吉

`の

実施する事業に格別のご高配を賜り.厚く御ネL中 し上げ

ま千.

この度.医療事故情報収集等事業において収集した情報のうち.特に周知す

・ きヽ情報を取りまとい. 11月 16口 に「医療安全情報 No.168」 を当事業

参加登録医療機関並びに当事業参 ,畦録医療機関以外で希望する病院に提,い
たしましたのでお知らせいたします。

なお.こ の医療安全情報を含め報告害.年燎は.当事業のホームページ

(http://ww.m,d―、nfe.jp/)に も掲載いたしておりますので.貴管下医療機

関等に周知いただきご活用いただければ大変■いに存じます。

今後とも有用な情報提,と なるよう医療安全情報の内容の充実に努めてまい

りますので.′ ,∫■ご理解.ご協力のはど立しくお願い甲し上げます.

医療,故備+,収集等,業  「医療安全情報 No.168」 の提供について
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酸素ボンベを使用する際.パルフ(元栓)を開けていなかった事例が5件報告されて

います鰈 計期間:20]6年 1月 1日～2020年 9月 30日 ).この情報は.第61回
報告書「事例紹介」(P.99)で取り上げた内容をもとに作成しました。

酸素ボンベ使用時の確認の手順
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酸素ボンベの開槍を確認せず、患者に酸素を
投与していなかつた事例が報告されています。

流量設定ダイヤル

酸紫ボンベ
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酸素ボンベの開栓の未確認

圧力計
バルブ(元栓)
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圧力調整器
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事例 1

看護師は.餃素4L・分投与中の思者をCT検査室に搬送した設 索ボンペから検査室の中央配管の

酸素に切婿 え.酸素ボンペのパルブ(元栓)を開めた縁 査終了後じ 療放射線技師は酸素ポンペの

開桂を確認せす.中央配管から酸素ポンペに切り替えた緒 穫師か検査室に行くと.患者のS00●値は

フ5。。に低下していた灌 素ポンベを確認すると.パルプ(元檜 )が聞いていなかつた.

看講師は.酸素3L/分投与中の思者を血管造影室に搬送するために軟素ボンベを準備し.流量設定
ダイヤルを操作して酸素の流出を確配後 .′ 0レプ(元栓)を開めた。その際.圧力調整 に残った酸乗

を放出しなかつたため.圧力計の表示値は10MPaのままであった。出棟する際疏 最設定ダイヤルを
OL/分に合わせると酸素が出る音が聞こえたため.開性していると日い込んだ麺 管造影室に移動
中徳 者のSpO.値が7]%に低下した融 素ボンベを確記すると.バルブ(元栓)を開けてしヽなかつた
ことに気付いた.

素この医梃安全情報は● 燎事故情報収彙罰
'栞
(●′|:労簡省節助事業

'に

おいて収集された

'何
をもとに.本」

`業
の一桑と

して鏃を評価部会委員の意見に基づき[凛 1〔故の発生予防■ 発防||:のために作成されたものです.
本1'策の連旨等の計糾にういては.本]`菜ホームベージをご覧ください.hl,,′′w,、1"●d、ぼ

`」
,′

※このiI雑の作成にあた

'.作

成||,における正●性については万全を,』しておりますが.その内容をイ千来にわた

'保
証するもの

ではあ,ません.

来この情報は√ 療掟,その裁量を制限した,祇療従
'そ
に工務や責任を課すFI的で作成されたものではありません.

ｏ
ｌ
♂

・餞素ボンベ使用時は、′ヽルブ (元檜)が開いていることを確認してから醸素の流量

を調整する.

上記は一例です.自施設に合った取り組みを検討してください.

取り組みのポイント

・酸素ボンベ使用時は.●′ヽルブ(元栓).●E力計.●流量設定ダイヤルを確認する.

(総合評価部会)
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酸素ボンベの開栓の未確認

事例 2

事例が発生した医療機関の取り組み


